
令和元年度 精神保健福祉部会 記録 

令和元年７月 26 日（金） 

午前 9：00～12：00 

リハセンター２F AV 会議室 

１．継続して協議する項目 9：00～9：40 

（１）情報共有・PR について 

   ・ひきこもりサポーター養成研修について周知がありました。（日時：9 月 21 日・22

日。13：00～16：30、場所：サンポートホール高松 63 会議室） 

 ・県のひきこもり調査後、民生委員から地域拠点に相談がつながったケースの報告が

ありました。 

   ・断酒例会のご案内がありました。8 月から三木町防災センターにて第一水曜 18：

00～開催されます。ご家族の方も対象としており、参加希望の方は直接来所されて

ください。 

 ・イタリア研修後のご報告があり、イタリアの精神科医療の現状を知る貴重な機会と

なりました。 

    

（２）元年度部会の取り組み・企画について 

   ①GSV・事例検討  

   →次回について、必要に応じて開催予定 

   ②企画：医療と福祉の支援者の連携・交流企画 

   担当者で集まり今後の方向性を検討していく。 

（３）精神障がい者スーパーバイザー派遣事業について 

①予定 7月 29日    地域移行・地域定着を考える会 

10月 26日    障害福祉サービス事業所の職員研修 

②報告 7月 3日     事例検討会  

7月 10日    地域移行支援（相談支援専門員向け）自主勉強会 

7 月 11 日    精神障害にも対応をした地域包括ケアシステム構築に係

るワーキング会議 

7月 25日   当事者のためのスキルアップセミナー（高松市保健センター） 

      

２．協議内容を決めたうえで、取り組む項目 9：40～10：40 

（１）ピアサポ活動の場・機会拡充及び研修の在り方検討 WG 報告 

 ①ピアサポーター精神保健福祉部会合同研修会について 

 ・ワーキンググループメンバーのほかにピアサポーター候補者 3 名に声をかけ実行委

員として企画・運営に参加してもらう予定。 

 ・先進地のピア活動と支援・フォロー体制の両面から話していただく。 



 ・香川県での活動の現状や課題をあげ、先進地との意見交換、香川での活動拡大のため

の方法を探る。 

 ・支援者も参加をし、支援者の理解やサポートの必要性、ピアの効果も知ってもらう。 

 ・ピアサポーター養成講座を終えたピアサポーターに初めての実践の場としてグルー

プワークに入っていただく。 

 次回：8 月 2 日ピアサポ研修終了後、内容を協議する。 

 ②ピアサポーターを行う上で支援者とつながっていない方もおり、活動を行う上での

相談窓口があればいいのではないかとの意見があがりました。 

  ピアサポ養成講座の中で活用した「ピアサポート活動に役立つ参考書籍」一覧につい

て、部会の取り組みとしてホームページにアップをし、今後他の障害のピアサポート

活動にいかしていく。 

 

（２）家族支援の在り方検討 WG 報告 

  ①高松圏域の家族会や家族教室、家族支援に関する取り組みを集約し、より具体的な

情報として提供を検討していく。 

  ②家族から、退院時子どもの受け入れ態勢が整っていないまま退院となり、心構えが

できなかった、タイムリー相談にのってくれるところがあればいいのではないか

との声がありました。 

 

３．精神科病院からの地域移行支援に関する項目 10：40～11：20 

 （１）精神科病院内 WG 実施状況の報告がありました。 

 （２）精神科病院長期入院者の訪問実態調査について報告がありました。 

 （３）地域移行支援対象者の動向について検討しました。 

 （４）その他、報告や検討事項について 

   ・一人暮らしをしたい方の受け入れ準備、具体的に退院後のイメージができる体験宿

泊ができる施設の必要性について意見がありました。 

 （５）地域移行における取組についての研修・交流について 

   地域移行支援について病院の看護師を対象とし、他の病院の取り組みについて知っ

ていただく機会を企画中 

４．地域移行支援事業利用予定者及び利用者に関する検討をしました。 11：20～12：00 

  

５．次回の予定 

日時：令和元年８月１６日（金）9：00～12：00 

場所：かがわリハビリテーションセンター 福祉センター2 階 AV 会議室 

  


